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			*******************

			一念三千の教えとは

			*******************

			◎一念三千の教えとは　

			インドの釈尊が入滅されてから、二千五百年目の末法時代になると、釈尊の教えが、さまざまの理由によって、教化や修行の効果が行われにくくなる時代であります。そして、この時代になると、仏教並びに法華経の精神を末法時代の衆生に最も適合するように、真意を新しく掘り起こして説きだされる、教主が出現する。この人が日蓮大聖人であります。

			　日蓮大聖人は、本因妙の教主といい、法華経寿量品の深意であり、その昔、竜樹菩薩や天親菩薩や天台大師も深く説かれなかった、一念三千の法門の深い意味を教えられました。我々が拝んで修行が出来るような、本尊を建てるというような意味です。

			　お釈迦様の教えられた四十余年の法華経を、中国で天台大師が解釈をしたところの、一番重要な教えである、その教えは要するに天台の根本となる教えだけれど、摩訶止観というものは、お釈迦様の説かれた法華経を解釈されたものです。中でも修行ということを主な目的にして書かれた。この止観は中国の天台の教典になっているのです。摩訶止観の結論に当たるところは、第五のところにあります。どういうことを言っているかというと、一念三千という法義について論じているので、それが結論なのです。一念三千を論じるのだけれど、それは一念三千という言葉が出ているだけで、本当の法義の根本の説明がなかったのです。天台大師の法華経の玄義と文句と止観の中を全部調べて、最後の一念三千という結論がはっきり出ているかどうかという、結論がそこから始まるのです。

			　これによれば、玄義にも文句にもそういう結論は出ていない、一念三千というのがどいうのかということが。そこで、天台大師が一念三千の話をしたところが、ここに引き出して来てある。天台大師の説かれた摩訶止観の第五には、次のようにある。

			「一心に地獄・餓鬼・畜生・修羅・人間・天上・声聞・縁覚・菩薩・仏の十種の法界を具えている、その中のどの一種の法界にも、また、同じように十種の法界を具えている。合わせて百法界となることになります。このように百法界というものを説明している」地獄から仏界までのことを説明している。十種の法界があって、この本に綴じてある一念三千の図を見て下さい。

			◎十界とは

			　地獄・餓鬼・畜生・修羅・人間・天上・声聞・縁覚・菩薩・仏までの生命体のことです。

			◎五陰世間とは

			　色・受・想・行・識の五つで人間には形として見えにくいもの。

			◎国土世間

			　住まう環境、地球のようなもの。

			◎衆生世間

			　生命体のこと。

			　十界があり、十界中の人間の一念の中に、地獄より仏界までの生命体の心が内在していることを示しております。それで百界の心を持っていることになります。その下は、右から、五陰世間と国土世間と衆生世間があります。五陰世間には十如是を具えております。次に国土世間にも十如是を具えております。次の衆生世間にも十如是を具えていますから、これは三十種の世間になります。

			　これは世の中を構成する原理です。その下に、三千如是とありますが、これは三十種の世間にそれぞれ、相・性・体・力・作・因・縁・果・報・本末究竟等という作用があります。つまり、人間の一念には三千種類の心と作用を持っている。これを一念三千心ともいい、一念三千の宇宙を構成するともいいます。三十種の世間の方はまとめて三十種としてありますが、これは「合」といって、簡単にまとめた方であり、三千如是は三千種に細かく説明したもので「開」といい開合の違いであって同じことを意味しています。

			　人間の心の中には地獄もあり、餓鬼・畜生・修羅・人間・天上・声聞・縁覚・菩薩と、全てを具足している、だから、生命体はそれを具足している。あるときは餓鬼のような気持ちもあるし、畜生と同じ、また時として修羅のように怒るし、また人間らしく平らかな心にもなるし、人間も浮かれれば天上のようにもなるし、寂しい外の景色や蝉の声を聞けば、世の中の無常を感じる、仏の教えを聞かなくても、山中に行って枯れ葉が落ちたり繁ったりする姿を見ると、また無常を感じる、あるときは、親の慈悲というものや場合によって仏のような気持ちにもなる、人の心は数知れない程持っている、だから、合計して見ると、法界は十法界に十法界を具足するから百法界になる。一世間に十種を具足して、五陰世間、国土世間、衆生世間を合わせて三十種となる、五陰とは、物を造る元素みたいなものである、基礎的元素、それらの細かい粒子、つまり、細胞が集まり、衆生が出来上がる、それらのものの住まわっている国土というものか、土地です。これ等によって人間というような生物が出来てくる。三十種の世間に、十如是という法則の中に勣いているとすれば、一念三千の宇宙を型成する、三千の如是があるわけである。だから、一言ていうと、この指、指なら指しか見えないけれども、三千のものによって出来上がっている。三千の種類によって出来上がっている。皮があったり肉があったり骨があったり、血管が通って細かい神経があったり、赤血球白血球が流れたりそういうものになっているでしょう、だから、仏から見れば、三千種類の姿と心を持っている。三千種類の性格を持ち三千の体をもっている、三千種の力がこもっている、三千の種類の動き方が出る、前に出たり横に出たり突き出したり引っ込めたり、いろんな動きをする、突き出したことによって相手に、縁である法と和合して、ここにこれだけ突いたという結果、報い、そういうことで指が力を内在している。こういうものが一念の中に三千ある。人の心を具体的に考えれば、三千種類の複雑なる機構によって型成されている。もう一つは、この一念がそういう働きをするわけで、指はまた、三千種類の物質によって構成されている、本当は三千種類ばかりのものではない、数十億万の構成要素があるが、簡単に我々が解るように三千にまとめて説明されているのです。そういうことを仏教的に説明したわけです。一念と言って、人の心というものは、簡単だと思っても、実は三千種の物質を内在して、三千種類のエネルギーを内在するということであります。今の学問とそっくり同じことで、今の学問を包括的に説明してあるわけです。

			　昔は、人間の心臓などは簡単な細胞だと思っていたが、現在の医学では、心臓でも脳髄でも、物凄い細胞の寄り集まりで、到底我々には考えられない程の複雑なもので、不思議な細胞で、不思議な力を持っている、この世の中に最も偉大なるものは、心というものですね、仏教で言う心によって全てが成り立っているのだと、この宇宙に形成され、我々の肉体とか働きとか、思考と動きとかが心に内在している。もし、心の働きだけといったならば、それは、唯心論になるけれども、心の中に物質と肉体とを、内在していること、だから、妙法の妙の説明となるでしょう。私が言っている妙と同じことで、妙の説明の根本原則を説明しているわけで、そこで三十種の世間というのは、五陰・国土・衆生の三世間に、各々、如是相、如是性、如是体、如是力、如是作、如是因、如是縁、如是果、如是報、如是本末究竟等の十如是を含んでいるのです。

			　本尊鈔はこの一念三千の意味する内容を、どのようにしてご本尊に作り上げるかということ、つまり、漫荼羅建立の根本意義を説明しているのです。なぜそういうものを作ったか、その理由はどういうものかと、だから、貴方達が信じて宜しいのだと、自分の心をそのまま表したものだから、そのようにして拝まなければいけませんよ、それを説明しているわけです。

			　一念三千をテーマにして、たとえば、例を具体的に説明すれば、お料理を作る時、大根とかねぎとか肉がありますが、それだけでは食べ物にならない。そこで、油を入れて炒めたり、ご飯を炊いて、そしてお膳立てして、食べるようなもので、その食事をどうやって作ったかということを、説いてあるのです。

			　多くの衆生が本当に良い生き方をするために、修行する的となるシンボルというものを表現されたものです。

			◎摩訶止観の第五にいわく

			　日蓮大聖人の観心本尊鈔の始めに、天台大師の摩訶止観の第五を引いて次のように書いてあります。　「夫れ一心に十法界を具す。一法界にまた、十法界を具すれば、百法界なり。一界に三十種の世間を具すれば、百法界に即ち三千種の世間を具す。この三千、一念の心に在り。もし、心無くんばやみなん。介爾（けに）も心れば、即ち三千を具す。乃至、所以に称して不可思議となす」とあります。

			　この意味は次の通りであります。

			「この現象世界（法）である宇宙に、存在する生きとし生ける生命というものは、ほんの一刹那の間でも生命があって、心があれば、その中には、その生命体なりの十界というものを、互具満足して持っている。この一つの世界にまた、十法界を互具満足して持っているから、百法界に三千種の世間を互具満足している。この三世の法界は一念の心の中に在る。

			　もし、生命が絶えて、心がなくなれば、全ては消滅する。少しでも心があれば、三千の法界を互具満足する可能性がある。それで、人間を始めとして、全生命体の心というものは、人間には到底理解出来ないようなものであるという意味で、心はまことに不可思議な境涯であるといわれている」という意味であります。
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			一念三千の教えとは
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